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第１回 カーボンニュートラル推進本部会議 議事録 

 

１ 開催日時 

令和５年５月２２日（月）１１：１５～１１：２５ 

２ 議事内容 

○鈴木副知事 

ただ今から、「第１回福島県カーボンニュートラル推進本部会議」を開催

します。早速、議題（１）について、生活環境部長。 

○生活環境部長 

資料１-１の１ページを御覧ください。県全体のカーボンニュートラルの

推進母体として、知事を代表、各団体代表を副代表とした、「ふくしまカー

ボンニュートラル実現会議」を新たに設立するものであります。 

約２００の団体等が委員となる「総会」に加え、実務的な議論の場とな

る企画委員会、市町村等との連携を強めるための市町村部会を新設いたし

ます。 

２ページを御覧ください。「ふくしまカーボンニュートラル実現会議設

立総会」についてであります。設立総会を６月１日に開催いたします。総

会では、「ふくしまカーボンニュートラル実現宣言」、「ふくしまカーボン

ニュートラルアクションプラン」を発表するとともに、基調講演として、

中小企業がカーボンニュートラルに取り組む必要性について、東京海上日

動の北沢利文相談役に、カーボンニュートラルの取組による地方創生につ

いてヤフーの西田修一執行役員に御登壇いただくこととしております。 

説明は以上でございます。 

○鈴木副知事 

ただいまの説明に関して、何かありますか。 

よろしいですか。なければ、議題（１）について、原案のとおり決定す

ることとします。 

それでは、議題（２）報告事項について、生活環境部長。 

○生活環境部長 

資料２の１ページを御覧ください。「令和４年度の福島県地球温暖化対
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策推進計画等に基づく施策の実施状況」について、御報告します。温室効

果ガスの排出削減・吸収源対策である「緩和策」として、計画の柱である

「県民総ぐるみの省エネ対策の徹底」、「再エネの最大限の活用」などに

基づいて、環境イベントの開催などの普及啓発、電気自動車、再エネ設備

等の導入支援などを行ってまいりました。 

３ページをご覧ください。次に、気候変動の影響による被害の回避・軽

減対策である「適応策」として、適応７分野のうち、気象リスクに強い農

作物の栽培管理技術の推進、防災意識の定着化、熱中症予防の情報発信等

を行ってまいりました。 

４ページをご覧ください。県も一事業者、一消費者として、省資源・省

エネルギーの取組を推進していく必要があることから、環境創造センター

でのＰＰＡ方式による太陽光発電設備の導入など、県有施設への脱炭素設

備等の導入に取り組んでまいりました。 

次に、資料３の１ページを御覧ください。「令和５年度の福島県地球温

暖化対策推進計画等に基づく施策の実施計画」について、御報告します。 

まず、緩和策推進のため、ふくしまならではのＺＥＨモデル事業などの

新しい取組も含め、省エネ対策、再エネの最大限の活用、吸収源対策など、

各種事業を確実に実施してまいります。 

２ページをご覧ください。４月１日に県の気候変動適応センターを設置

したところであり、適応策を推進するため、農業林水産業の各分野、自然

災害・沿岸域分野、健康分野などにおける各種事業を実施してまいります。 

次に、３ページを御覧ください。「令和５年度エコオフィス実践計画に

基づく主な取組」として、「県有施設脱炭素化アクションプラン」に基づ

き、脱炭素移行・再エネ推進交付金等を活用しながら、県有施設の脱炭素

化に県庁一丸となって取り組んでまいります。 

４ページをご覧ください。ふくしまエコオフィス実践計画の環境方針に

基づき、ペーパーレス化の推進など、環境負荷低減の取組を進めてまいり

ます。 

最後に、資料４を御覧ください。４月１８日にカーボンニュートラル推

進調整会議を開催し、令和５年度の重要事項を決定いたしました。今後は、

重要事項に該当するプロジェクトチームを設置いたしまして、部局横断で

事業間の連携や来年度に向け、重点事業の構築を検討してまいります。 

説明は以上となります。 
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○鈴木副知事 

ただいまの説明に関して、何かありますか。企画調整部長。 

○企画調整部長 

企画調整部では、地域主導による再エネの導入や水素ステーションの整

備支援などに取り組んでいるところです。これらの取組はカーボンニュー

トラルと親和性が高く、今後のカーボンニュートラル推進にも貢献できる

ものと考えているところであり、引き続き推進してまいります。 

○鈴木副知事 

商工労働部長。 

○商工労働部長 

商工労働部といたしましては、県内企業のカーボンニュートラルに向け

た取組を後押しするため、省エネ設備等の導入や技術開発の支援、人材の

育成に取り組むとともに、再エネ・水素関連産業の育成・集積を進めるこ

とで脱炭素化に資する取組や機運の醸成を図り、カーボンニュートラルを

推進してまいります。 

○鈴木副知事 

農林水産部長。 

○農林水産部長 

温室効果ガスの緩和策の一つである吸収源対策につきましては、引き続

き、間伐を始めとする森林整備や森林環境の保全、県民参加による森林づ

くりなどを推進してまいります。 

また、木質バイオマスを利用するストーブの導入支援を行い、再生可能

エネルギーの利用を促進してまいります。 

気候変動への適応につきましては、農作物や魚介類等への影響予測を行

いながら、高温に強い品種や、気象リスクに強い生産技術の開発、普及を

進めてまいります。 

○鈴木副知事 

その他、何かありますか。 

なければ、知事からお願いいたしします。 
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○内堀知事 

県民の皆さんと共に、カーボンニュートラルを前進させていくためには、

オール福島の新しい体制が重要であり、来月スタートとなります。 

地球温暖化への対応は、復興と地方創生を両輪で進めていく福島県にと

っても避けることのできない喫緊の課題です。 

2050年度のカーボンニュートラルの達成、脱炭素社会を実現していくた

めには、多くの関係者と様々な取組を進めていかなければなりません。 

県民の皆さんとともに歩む大切なチャレンジとなります。 

その際、重要なキーワードが２つあります。 

一つ目は「アクション」、行動です。カーボンニュートラルを実現する

ためには、具体的な行動、実践が不可欠であります。まず、動く、アクシ

ョンを行う、その想いが大切です。 

二つ目は、「パートナーシップ」、連携です。一つ一つの主体が、アクシ

ョンを行う、これももちろん重要ですが、関係する皆さんが、パートナー

シップ、連携をして、ともに力を合わせることで、１＋１が２ではなく、

３にも、５にも、１０にも、大きく広がっていきます。 

このアクションとパートナーシップを大切にしながら、本県における脱

炭素、カーボンニュートラルの達成にしっかり取り組んでいきましょう。 

○鈴木副知事 

以上で、会議を閉じます。 


